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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年3月14日(2013.3.14)

【公表番号】特表2012-515801(P2012-515801A)
【公表日】平成24年7月12日(2012.7.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-027
【出願番号】特願2011-548230(P2011-548230)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/122    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7028   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/366    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7034   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7048   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  36/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  31/122   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/7028  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/366   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/7034  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/7048  　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  35/78    　　　Ｘ
   Ａ６１Ｋ  35/78    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年1月23日(2013.1.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
被験体における糖尿病または肥満症を治療するための、式（Ｉ）
【化１】

[式中、
　各Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、独立して、Ｈ、ＯＲａ、アミノ基、ハロゲン基、ア
ルコキシカルボニル基、アルキルチオ基、アルキルアミノ基、アルキル基、アルケニル基
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、アルキニル基、－（Ｇ）ｘ、－Ｏ－（Ｇ）ｘまたはＲｂ－Ｏ－（Ｇ）ｘであり、各Ｒａ

及びＲｂが独立に、Ｈ、アルキル基、アルケニル基、アルキニル基、シクロアルキル基、
ヘテロシクロアルキル基、アリール基、またはヘテロアリール基であり、Ｇが単糖残基で
あり、ｘが１から４の整数である；
　各Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８は、独立して、Ｈ、ＯＲｃ、アミノ基、ニトロ基、シア
ノ基、ハロゲン基、アルコキシカルボニル基、アルキルチオ基、アルキルアミノ基、アル
キル基、アルケニル基、アルキニル基、アリール基、ヘテロアリール基、シクロアルキル
基、ヘテロシクロアルキル基、－（Ｇ）ｘ、－Ｏ－（Ｇ）ｘまたはＲｄ－Ｏ－（Ｇ）ｘで
あり、各Ｒｃ及びＲｄがＨ、アルキル基、アルケニル基、アルキニル基、シクロアルキル
基、ヘテロシクロアルキル基、アリール基、またはヘテロアリール基であるか、またはＲ

５、Ｒ６、及びそれらが結合している２個の炭素原子が共同で所望により１、２または３
個のヘテロ原子を含む３～８員環を形成するか、またはＲ６、Ｒ７、及びそれらが結合し
ている２個の炭素原子が共同で所望により１、２または３個のヘテロ原子を含む３～８員
環を形成するか、またはＲ７、Ｒ８、及びそれらが結合している２個の炭素原子が共同で
所望により１、２または３個のヘテロ原子を含む３～８員環を形成する；および、
　Ｘは、Ｃ（Ｏ）、Ｃ（Ｓ）、Ｓ（Ｏ）、ＣＯＨ、Ｃ（ＲｅＲｅ'）、またはＣ（ＮＲｆ

）であり、各Ｒｅ及びＲｅ'が独立に、Ｈ、アルキル基、またはシアノ基であり、Ｒｆが
Ｈ、ＯＲａ、アミノ基、ハロゲン基、アルコキシカルボニル基、アルキルチオ基、アルキ
ルアミノ基、アルキル基、アルケニル基またはアルキニル基である]
で表されるプテロシン化合物の有効量を含む、医薬組成物。
【請求項２】
前記糖尿病が１型または２型糖尿病である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
ＸがＣ（Ｏ）またはＣＨ２である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項４】
各Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４が、独立して、Ｈ、ＯＲａ、－（Ｇ）ｘ、－Ｏ－（Ｇ）ｘ

、Ｒｂ－Ｏ－（Ｇｘ）、または所望によりハロゲン基、ＣＯＯＲｇ、ＯＲｇで置換された
アルキル基であり、ＲｇがＨ、アルキル基、シクロアルキル基、ヘテロシクロアルキル基
または保護基である、請求項１－３のいずれか一項記載の医薬組成物。
【請求項５】
各Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８が、独立して、Ｈ、ＯＲｃ、－（Ｇ）ｘ、－Ｏ－（Ｇ）ｘ

、Ｒｄ－Ｏ－（Ｇ）ｘ、または所望によりハロゲン基、ＣＯＯＲｇ、ＯＲｇで置換された
アルキル基であり、ＲｇがＨ、アルキル基、シクロアルキル基、ヘテロシクロアルキル基
または保護基である、請求項１－４のいずれか一項記載の医薬組成物。
【請求項６】
前記プテロシン化合物が、化合物１～８４のいずれかである、請求項１に記載の医薬組成
物。
【請求項７】
前記プテロシン化合物が、化合物１、４、５、７、１０、１２、１５、１７、２８、６３
、および７１～７５のいずれかである、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項８】
経口投与または注射投与される、請求項１－７のいずれか一項記載の医薬組成物。
【請求項９】
前記被験体が肥満である、請求項１－８のいずれか一項記載の医薬組成物。
【請求項１０】
前記プテロシン化合物が単離されたプテロシン化合物である、請求項１－９のいずれか一
項記載の医薬組成物。
【請求項１１】
前記プテロシン化合物が、コバノイシカグマ科またはイノモトソウ科のワラビから製造さ
れたシダ類産物に存在する、請求項１－９のいずれか一項記載の医薬組成物。
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【請求項１２】
前記ワラビが、ツルカグマ（Ｄｅｎｎｓｔａｅｄｔｉａ　ｓｃａｎｄｅｎｓ）、ユノミネ
シダ（Ｈｉｓｔｉｏｐｔｅｒｉｓ　ｉｎｃｉｓａ）、ウスバオオイシカグマ（Ｍｉｃｒｏ
ｌｅｐｉａ　ｓｐｅｌｕｎｃａｅ）、ワラビ（Ｐｔｅｒｉｄｉｕｍ　ａｑｕｉｌｉｎｕｍ
　ｖａｒ． ｌａｔｉｕｓｃｕｌｕｍ）、ランダイワラビ（Ｐｔｅｒｉｄｉｕｍ　ｒｅｖ
ｏｌｕｔｕｍ）、イワヒメワラビ（Ｈｙｐｏｌｅｐｉｓ　ｐｕｎｃｔａｔａ）、 ミズワ
ラビ（Ｃｅｒａｔｏｐｔｅｒｉｓ　ｔｈａｌｉｃｔｒｏｉｄｅｓ）、ハチジョウシダ（Ｐ
ｔｅｒｉｓ　ｆａｕｒｉｅｉ）、オオアマクサシダ（Ｐｔｅｒｉｓ　ｄｉｍｉｄｉａｔａ
）、ホコシダ（Ｐｔｅｒｉｓ　ｅｎｓｉｆｏｒｍｉｓ）を含む群から選択される、請求項
１１に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
前記被験体の血清脂質またはコレステロールの濃度を低下するのに十分である、請求項１
－１２いずれか一項記載の医薬組成物。
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